
批

説

が
明
治
十
年
四
月
を
以
て
創
立
と
す
る
の
後
‘
恰
も
二
十
年
に
あ
た
る
。

部
は
、
は
じ
め
京
都
帝
國
大
學
文
科
大
學
と
稲
し
．
明
治
三
十
九
年
九
月
に
開
講
せ
ら
れ
、
大
正

の
戦
雲
蛾
さ
ま
り
、
東
亜
の
天
地
に
平
和
の
光
滴
ち
‘
國
運
ま
さ
に
雖
隆
の
と
き
で
あ
っ
て
、
文

化

の

上

に

は

新

氣

蓮

の

鬱

乎

と

し

て

昂

ま

り

来

る

の

際

に

あ

た

つ

て

ゐ

た

。

か
く
て
わ
が
文
科
大
學
は
、
山
紫
水
明
の
自
然
と
、
日
本
文
化
の
だ
が
ぎ
博
統
と
を
も
つ
京

都
の
地
に
興
り
、
人
文
諸
科
學
の
精
髄
を
攻
究
す
る
の
學
府
と
し
て
設
け
ら
れ
、
そ
の
創
立
に

於
て
、す
で
に
荷
ふ
べ
き
使
命
の
重
く
し
て
‘
且
つ
維
れ
新
た
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

入

年

京

都

帝

國

大

學

文

學

部

と

改

稲

せ

ら

れ

て

今

H
に
至
っ
た
。

そ

の

創

立

の

時

は

日

露

而

し

て

わ

が

文

學

京

都

の

地

に

帝

國

大

學

の

創

設

せ

ら

れ

た

こ

と

は

叫明
治
三
十
年
に
あ
り
、
東
京
帝
國
大
學

第

ー・

編

継

説



そ
の
後
を
う
け
て
理
學
博
士
久
原
射
弦
氏
総
長
事
務
取
扱
と
な
り
、
や
が
て
岡
田
良
平
氏

継
長
と
し
て
同
年
十
月
来
任
し
>
事
務
的
オ
幹
を
以
て
大
學
行
政
に
あ
た
り
、
職
に
あ
る
こ
と

一
年
に
し
て
文
部
次
官
に
任
せ
ら
れ
、
次
い
で
理
學
拇
士
男
爵
菊
地
大
麓
氏
．
明
治
四
十

一
年
九
月
．
総
長
に
就
任
し
．
寛
厚
の
風
を
以
て
大
學
を
治
め
、
同
四
十
五
年
五
月
櫃
密
顧
問
官

ヰ
ま
＞

,
＇9
,
 

に
し
て
，
明
治
四
十
年
七
月
疾
に
よ
っ
て
載
を
僻
せ
ら
れ
た
。

下

廣

次

氏

の

時

に

あ

っ

た
J

京
都
の
文
科
大
學
が
そ
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
低
設
の
東
京
帝
國
大
學
の
文
科
大
學
の
諸

髄
制
に
封
し
て
特
色
あ
る
も
の
セ
つ
く
ら
ん
と
す
る
意
圏
の
強
く
あ
り
、
ま
た
こ
れ
に
應
じ

て
獨
自
な
る
内
容
を
有
つ
に
至
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
自
ら
に
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

後
日
‘
世
に
京
都
學
派
の
名
を
以
て
し
た
學
風
の
興
る
こ
と
は
．
甚
く
と
こ
ろ
す
で
に
夙
く
に

か
く
の
ご
と
く
に
し
て
文
科
大
學
の
開
設
は
、
京
都
帝
國
大
學
の
初
代
継
長
法
學
博
士
木

木
卜
穂
長
は
明
治
三
十
年
六
月
就
任
以
来
、
そ
の
高
邁
の
識
見

と
、
古
武
士
の
ご
と
き
風
格
と
を
以
て
、
よ
く
大
學
創
業
の
功
を
成
し
が
2
科
大
學
の
開
設
に
よ

つ
て
、
そ
の
初
め
に
企
避
せ
ら
れ
た
綜
合
大
學
の
組
織
を
完
成
し
、
文
科
大
學
開
講
の
後
一
年

あ
っ
た
と
謂
へ
る
で
あ
ら
う
。

文
楳
部
三
十
周
年
史



総

説

こ
の
間
文
科
大
學
に
あ
っ
て
は
、
狩
野
亨
吉
氏
學
長
と
し
て
草
創
の
時
に
力
を
瑚
し
、
明
治

四
十
一
年
十
月
僻
職
の
後
を
う
け
て
教
授
・
又
學
博
士
松
本
文
三
郎
氏
學
長
と
な
り
‘
職
に
あ

る
こ
と
入
年
、學
制
の
整
備
に
意
を
用
ひ
．
そ
の
後
、藤

代

禎

輔

狩

野

直

喜
、原
勝
郎
、
坂
口
昂
、
小
酉

重
直
、
藤
井
健
治
郎
、
濱
田
耕
作
、
莉
田
亨
の
諸
放
授
相
つ
い
で
部
長
に
補
せ
ら
れ
、
み
な
鋭
意
わ

が
學
部
の
充
宵
姦
5

展

に

力

を

致

し
．昭

和

九

年

十

月

現

部

長

野

上

俊

夫

氏

こ

れ

に

補

し
、開
校

以
来
宵
に
十
一
代
に
し
て
三
十
周
年
を
迎
ふ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

数
授
に
わ
つ
て
は
叫
明
治
三
十
九
年
四
月
文
科
大
學
開
設
に
あ
た
っ
て
‘
狩
野
亨
吉
・
谷
本
富
・

狩
野
直
喜
・
松
本
文
三
郎
・
桑
木
厳
翼
の
五
氏
開
設
委
員
と
な
見
や
が
て
放
授
に
任
せ
ら
れ
、
つ

い
で
松
本
亦
太
郎
氏
数
授
に
任
せ
ら
れ
、
そ
の
後
史
學
に
あ
っ
て
は
文
學
博
士
内
田
銀
戴
氏

入
年
七
月
に
は
現
総
長
理
學
博
士
松
井
元
興
氏
の
就
任
を
見
る
に
至
っ
た
。

氏
怠
豆
三
瓢

m)
賛
根
栂
士
益
木
賓
三
郎
氏
◎
鴨
嗜
凰
靡
―
―-
)
理
串
栂
士
山
川
健
次
郎
氏
戸
瓢

犀
詞
幻
喧
）
僻
學
博
士
荒
木
賓
三
郎
氏
叡
瓢
立
誼
ー
）
理
學
博
士
新
城
新
蔵
氏
扇
悶
彗
肛
ー
）
文

學
博
士
小
西
重
直
氏
疇
疇
吟
戸
汀
ー
）
法
學
博
士
山
本
美
越
乃
氏
（
雙
這
諏
墨
謬
[
)

相
つ
ぎ
‘
昭
和

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
後
総
長
に
料
理
學
博
士
久
原
射
弦
氏
（
碍
疇
:
国
鱈
峠
州
）
澤
柳
政
太
郎



學
科
第
一
回
入
學
生
は
學
生
十
三
名
選
科
生
八
名
を
算
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
大
正
の

四
名
．
講
師
四
十
九
名
．
が
あ
る
。

學
生
の
敷
に
於
て
は
、
哲
學
科
第
一
回
入
學
芥
は
學
生
十
六

る
に
至
っ
た
。

文
根
部
一
二
十
周
年
史

放
授
と
な
っ
て
史
學
科
の
開
設
に
典
か
り
、
文
學
科
に
お
い
て
は
‘
狩
野
直
忍
教
授
が
開
設
委

員
と
し
て
哲
學
科
の
測
湛
と
同
時
に
任
せ
ら
れ
、
翌
年
、
藤
代
禎
輔
氏
教
授
に
任
せ
ら
れ
た
。

か
く
て
明
治
三
十
九
年
九
月
哲
學
科
ま
づ
開
溝
し
、
翌
四
十
年
九
月
史
學
科
附
消
し
、
そ
の

翌

年

の

四

十

一

年

九

月

に

文

學

科

の

開

講

す

る

に

至

っ

て

文

科

大

學

の

三

學

科

は

完

成

し

、

そ

の

鼎

立

の

組

織

は

文

學

部

と

稲

す

る

今

日

に

於

て

も

持

績

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

か
く
て
明
治
の
時
代
過
ぎ
、
大
正
の
代
と
な
る
と
き
文
科
大
學
の
諸
制
こ
ヽ
に
充
賓
し
、
講

座
に
於
て
は
、
そ
の
敷
二
十
四
、
放
授
十
八
名
、
助
数
授
十
名
．
そ
の
他
溝
師
と
し
て
そ
の
専
門
の

學
を
講
す
る
も
の
十
九
名
の
多
き
を
有
ち
、
営
然
と
し
て
酉

H
本

に

於

け

る

文

数

の

裳

林

た

而
し
て
現
在
昭
和
十
年
に
於
て
は
、
講
座
三
十
二
、
数
授
二
十
三
名
‘
助
赦
授
十

名
選
科
生
十
七
名
で
あ
り
、
史
學
科
第
一
回
入
根
者
は
根
生
十
一
名
選
科
生
二
名
で
あ
り
、
文

末
年
よ
り
昭
和
時
代
に
入
つ
て
は
哲
・
史
・
文
―
―
―界

科
の
入
郎
ナ
芥
，〈
n
せ
て
鉗
年
二
で
日
十
名
を
超

え
る
こ
と
か
ふ
"111

と
し
現
在
の
學
生
総
敷
六
百
五
十
三
名
あ
り
、
大
學
院
に
あ
っ
て
研
究
に
従

四



穂

説

事

す

る

も

の

ま

た

二

百

九

十

六

名

を

有

す

る

の

状

況

に

あ

る

。

五

二

千

四

百

六

十

六

名

を

出

し

、

そ

れ

ぞ

れ

邦

家

文

数

の

た

め

に

活

動

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

そ
の
他
‘
學
風
に
あ
っ
て
は
、
創
立
の
時
以
来
育
成
せ
ら
れ
た
泊
新
に
し
て
自
由
な
る
風
は
、

三

十

年

の

間

．

断

ゆ

る

こ

と

な

く

う

け

つ

が

れ

て

腺

れ

た

ろ

業

績

を

産

み

、

京

都

大

學

の

學

問

は

學

界

に

揺

ぎ

な

き

地

位

を

確

保

す

る

に

至

り

、

な

ほ

将

来

に

廊

か

し

ぎ

授

艇

を

な

す

べ

き

も
の
を
蔵
し
て
ゐ
る
。

面

し

て

卒

業

生

は

す

で

に



- ,. 
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古
板
・
大
學
附
近
紺
岡

尾
州
屋
敷
の
あ
る
と
こ
ろ
は
今
、
大
駆
本
部
栴
内

・
文
挫
部
ま
た
そ
の
内
に
あ
り

[
r
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